
CHANGE FOR THE BLUE in 富山
2020年度報告書

2021年4月9日（金）

CHANGE FOR THE BLUE in富山実行委員会
事務局



富山市×日本財団共同事業

１

事業名 内容 実施期間（予定）

①
調
査
・
分
析

ア）網場の本格設置、効果検証
富山市が設置する網場に助成。
網場の設置箇所は、3か所。
設置箇所は、今年度富山市が行った網場設置に向けた調査と日本財団が
神通川とその支流で行ったごみの発生メカニズム調査に基づき検討。

2020年８月３日〜
9月25日

イ）海洋ごみ意識調査
富山市が網場設置河川流域住⺠に対して海洋ごみの発生源やCHANGE 
FOR THE BLUE in富山についての市⺠アンケート実施中。

2020年10月〜11月

②
教
育
・
啓
発

ア）啓発サイン掲出
富山駅や路面電車、アヴィレ等に啓発サインを掲出。デザインは、今年
度富山大学の学生がデザインしたものを使用。 2020年８月22日

〜９月20日

イ）小学校モデル授業

富山市の３R推進スクールと連携。今年度は、各小学校に海洋ごみ問題
を学ぶ授業と通常の３Ｒ推進スクールを選択できるよう富山市から案内。
32校で実施。 2020年8月〜1１月

ウ）教材制作

ターゲット別啓発動画、2020年度の新規事業紹介動画を制作。
〇ターゲット別動画 4本
(1)農業関係者向け動画
(2)漁業関係者向け動画
(3)一般向け動画
(4)工業関係者向け動画→取材調整中

〇新規取組事例紹介動画 4本
(1) 網場の本格設置
(2) まちなかイベント連携
(3) 農業連携事業
(4) 企業連携事業

2020年8月〜
2021年3月

エ）サイネージ活用

富山市内のデジタルサイネージを使用。
CHANGE FOR THE BLUE in富山のモデル事業紹介や、一⻫ごみ拾いの
告知等を動画や静止画で掲出。複数にまたがるモデル事業の連携を図る。
海ごみゼロウィークやコスプレごみ拾いを掲出。

2020年8月22日〜
9月20日

③
行
動
・
実
施

ア）CHANGE FOR THE BLUE 
一⻫ごみ拾い

富山市が行う「川をきれいにする日（6/2）」「海をきれいにする日
(7/7)」「ふるさと美化大作戦(8/18)」が全て中止となる⇒9月1日〜
20日までをCHANGE FOR THE BLUE一⻫ごみ拾い期間と設定し、各町
内のごみ拾いを推進。

2020年9月1日〜
9月20日

イ）企業団地連携
一⻫ごみ拾いへの参加を促すとともに、各企業の⾃発的な取組みに繋げ、
企業団地と海洋ごみ削減に向けたモデルや企業と連携した啓発商品をつ
くる。

2020年11月〜
2021年3月

ウ）まちなかイベント連携

富山市内中心部で開催されるイベントと連携。ごみ拾いや啓発の機会を
創出する。

（1）富山こすぷれフェスタ中止→９月12日 こすぷれごみ拾い実施
（2）総曲輪コレクション中止→11月1日 ファッションショー実施
（3）SDGｓフォーラム→2021年1月31日開催

2020年9月〜
2021年1月

エ）農業連携
ハウス資材や合成樹脂でコーディングした肥料など、農業では、多くの
プラスチックが使用されており、農業由来のごみは富山湾岸での漂着が
目立つ。農業関連のイベントで動画上映等啓発の機会をつくるとともに
啓発商品としてパッケージ米を制作・展示、配布。
動画については、今後の農業指導員の講座で使用。

2020年11月〜
2021年3月

2020年度CHANGE FOR THE BLUE in富山事業
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①調査・分析

ア）網場の本格設置、効果検証

【実施期間】

2020年8月3日（月）〜2020年9月25日（金）

【内 容】

2019年度調査結果を踏まえ、プラスチックごみの回収効率が比較的高かった3か所の準用河川・農業用水において、
⻑期的に（2カ月間）網場の本格設置を行い、その効果や影響などをさらに詳細に調査。

○設置場所 （３地点） 広田用水、がめ川、千俵用水

イ）海洋ごみ意識調査

【実施期間】

2020年11月2日（月）〜2020年11月16日（月）

【調査対象】
海洋ごみ対策の調査のため網場を設置した河川・用水（がめ川、広田用水、千俵用水）の流域（奥田
北、豊田、広田、新庄、熊野、月岡校 区）に住む18 歳以上の市⺠から無作為抽出によって選出した 2 
000 人。

【配布数】：2,000 通
【回収数】：910 通（回収率 45.5%)
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②教育・啓発

ア）サイン掲出
【実施期間】

2020年8月22日（土）〜9月20日（日）

【内 容】

富山駅、アヴィレ、ポートラム、道路に海洋ごみ削減を啓発するサインを掲出。

①富山駅（2か所）

デザイン

②アヴィレ（50台）

掲出場所

掲出場所 デザイン

③ポートラム（1台）

デザイン
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②教育・啓発

④道路（10か所設営済）

（ii）設置個所(松川周辺)

（i）設置個所(富山市総合体育館周辺)

デザイン



イ）小学校モデル授業
【実施期間】

2020年8月〜2020年11月

【内 容】

富山市が行う３Ｒ推進スクールと連携して、富山湾の現状やマイクロプラスチックの影響など、海洋ごみ
問題を学ぶ授業を富山市内32校で実施。（34校を予定していたが、2校がキャンセル）
対象は小学4年生で、総合的な学習の時間を活用して実施。教材としてパンフレットを作成。

ウ）教材制作
【実施期間】

2020年8月〜2021年3月

【内 容】

ターゲット別動画4本、富山市の新規取り組み動画4本を制作、発信。

ターゲット 内容 発信

(1)農業関係者向け動画 肥料ごみ、改良型の被覆肥料 ＪＡの各収穫祭でのブース展開、県農業指導員の講習

(2)漁業関係者向け動画 漁業者が回収した海洋ごみを処理する仕組みを県が構築 ＤＶＤにし、とやま市漁業協同組合から各漁業者に配布

(3)工業関係者向け動画 資材包装の削減 ＤＶＤにし、富山市から各企業団地等に配布

(4)一般向け動画 ３Ｒ推進、身近なごみ拾いへの参加等 ファボーレの大型ビジョンで上映

①ターゲット別動画

②教育・啓発

②新規取り組み動画
新規取り組み 内容

(1)網場の本格設置 8/3網場の本格設置

(2)まちなかイベント連携
9/12  こすぷれごみ拾い
11/1  ファッションショー
1/31 SDGsフォーラム

(3)企業連携 富山環境整備、リッチェルと協業した魚箱リサイクル

(4)農業連携
CFB米制作
ＪＡイベントでの啓発
小学校での給食で使用
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②教育・啓発

エ）サイネージ活用
【実施期間】

2020年8月22日（土）〜9月20日（日）

【内 容】

富山駅構内のサイネージ、市電内のサイネージで富山市の取り組みを紹介。

(i)設置場所(富山駅)

(ii)設置場所(市電 15 両（セントラム・ポートラム・サントラム） × のべ30 区間)

デザイン

デザイン市電内サイネージ
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③行動・実施

ア）CHANGE FOR THE BLUE 一⻫ごみひろい
【実施期間】

9月1日（⽕）〜9月20日（日）

【内 容】

富山市の大型ごみ拾いが全て中止（川をきれいにする日、海をきれいにする日、ふるさと美化大作戦）。
対案として、「秋の海ごみゼロウィーク」を含む9月1日（⽕）〜9月20日（日）までを「CHANGE FOR THE BLUE町内
一⻫ごみ拾い」期間として設定。
富山市から地区センターを通じて各町内に案内。（地区数：83地区、町内数：1,425町内）
協力頂いた町内には、CHANGE FOR THE BLUEのごみ袋を送付。各町内からおよそ5000人の参加申し込みあり。
また、9月6日（日）には、ボランティア団体や地域住⺠とともに岩瀬浜海岸清掃を行いました。

案内文

イ）企業団地連携

富山市エコタウンの企業の連携。
漁業者が集めてきた海洋プラスチックごみ（魚箱）等を富山環境整備でリサイクルしペレット化。
そのペレットをリッチェルで加工しバルブベース（花瓶）を作製。チューリップの球根とともに、小学校モデル
授業を行った32校、約1400人に配布。

漁業関係者等が集めたごみ

富山環境整備でペレット化 リッチェルでバルブベースを作製 富山市内32校約1400人へ
チューリップの球根と一緒に
配布。（2021年3月12日）

【実施期間】

2020年11月〜2021年3月

【内 容】
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ウ）まちなかイベント連携
①まちなかこすぷれごみ拾い＆プラごみリメイクワークショップ

【実施期間】

2020年9月12日（土）11：00〜15：00

【場 所】

グランドプラザ

【内 容】

まちなかでコスプレイヤーと一般市⺠によるごみ拾いと啓発活動を実施。
同日東京タワー周辺で行われる「コスプレごみ拾い」とZOOMを使用して中継。
ペットボトルを使った小物入れを作るワークショップも実施。

②CHANGE FOR THE BLUE Collection

【実施期間】

2020年11月1日（日）13：00〜 15：00

【場 所】

ファボーレ 太陽の広場

【内 容】

リサイクルファッション、リサイクルファッションを紹介するミニファッションショーを開催。
富山市の取り組みも合わせて展示。アダストリアの衣料回収ブースも設置。

③行動・実施



③ＳＤＧｓフォーラム

【実施期間】

2021年1月31日（日）

【場 所】

富山国際会議場

【内 容】

CHANGE FOR THE BLUE のブースを出展。

エ）農業連携
【実施期間】

2020年11月〜2021年3月

【内 容】

富山市内ＪＡの収穫祭にブースを出展し、動画等で肥料ごみの啓発を行うほか農業指導員の講習会での
啓発動画の上映を行う。また、海洋ごみになりにくい肥料を使った「CHANGE FOR THE BLUE 米」の開発。
出展ブース等で展示するとともに、小学校モデル授業を行った学校5校の給食でその米を使用し啓発を行った。

③行動・実施

アグリチャレンジで配布（2020年12月11日、12日）

モデル授業を行った学校で給食として使用（2021年3月8日）
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